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１　はじめに

　藤原宮跡のSD1901Ａは、宮造営に際して資材を運搬
した大規模な運河と考えられる遺構であり、近年の発掘
調査において、数多くの動物遺存体が出土している。こ
のSD1901Aを埋め立てた後に大極殿など藤原宮中枢部
の建物が設けられるため、出土した動物遺存体は藤原宮
造営期における一括性の高い貴重な資料群といえる １）。
　1977年に実施された飛鳥藤原第20次の調査において
も、運河SD1901Aから多数の動物遺存体が出土してい
た。しかし、詳細な内容が不明であったため、再整理を
おこなっている。今回、第20次資料の再整理を進める中
で、人骨がみつかったため、速報として報告するととも
に若干の考察を加える。

２　出土人骨の所見

　出土した人骨は、左側の大腿骨である。骨端部がほと
んど残されておらず、管状の骨幹部のみであった。保存
状態は、他の動物骨と同様に良好で、ビビアナイト（藍

鉄鉱）の析出もみられない。骨には「6AJF KG33 大溝

粗砂 771215」と注記されており、運河が機能した時期
の自然堆積層である下層 ２）から出土したことがわかる。
　わずかに残存した近位端部を観察すると、大腿骨頭が
癒合せずに脱落していることから、年齢は18歳未満と推
定できる ３）。また、大腿骨の残存長は234.3㎜で、残存部
位を考慮すると大腿骨最大長（M1）は約236～240㎜と復
元できる。この復元値を未成人四肢骨の計測値データ ４）

と比較すると、年齢は５～12歳程度と推定され、骨端癒
合状況による推定年齢とも矛盾はない（図Ⅰ-32）。
　全身骨格ではなく大腿骨のみが出土したことから、関
節が外れた小児の遺体の一部が運河に持ち込まれたもの
と考えられる。犬などの食肉目は柔らかく油分が多い含
まれる骨端部を齧りとり、筒状の骨幹部を残すことが
多いため、骨幹部のみという残存状況は犬による関与
が示唆される ５）。近位端部には円形の窪みがいくつか観
察され、犬による咬み痕の可能性がある。実際に、飛
鳥藤原第153次の調査で出土した動物遺存体をみると、
SD1901Aから馬に次いで犬が多く出土しており ６）、造
営時には遺跡周辺に犬が多く見られたと考えられる。
　なお、保存状態が悪い資料やビビアナイトが析出する
資料では、埋没中や取り上げ時に骨端部が抜け落ちた可
能性も考慮する必要がある。しかし、出土骨の保存状態
は良好であるため、この可能性は低いと判断できる。

藤原宮造営の運河から出土
した小児骨
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図Ⅰ︲₃₂　大腿骨最大長と年齢の相関図（註４のデータより作成）
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３　考　　察

　古代のうち、文献史料が豊富な平安時代では、庶民は
遺棄や風葬など遺体を地上に放置していたことが知られ
ている。また犬は、遺体の一部をくわえて徘徊すること
があり、子供の遺体が多かった ７）。
　例えば、９～10世紀の事例を抜粋すると、次のように
なる。延長５年（927）に犬が小児の足をくわえて内蔵寮
へ侵入したが、同様の事態は貞観19年（877）にも起きて
いた ８）。承平元年（931）には大炊寮供御院で犬が子供の
遺体をくわえていた ９）。天慶２年（939）に藤原師氏宅の
犬が小児の下半身を咬んで入り 10）、天慶５年（942）には
左近衛府中将曹司の近くで３、４頭の犬が子供の遺体を
食べており、頭部と上半身しか残っておらず、手足はな
かった 11）。応和元年（961）には造営所の犬が子供の両足
を食べて入った 12）。
　このように、子供の遺体に関する記述が多いのは、子
供の死亡率が高かったことに加えて、子供の遺体は犬が
運搬しやすい大きさであったことが要因として考えられ
る 13）。とくに子供の足がくわえられて運ばれたことが多
いようであり、小児の大腿骨のみが出土した本事例との
関連性が示唆される。
　飛鳥・奈良時代における葬制は、考古学的に把握しや
すい埋葬や火葬の議論が中心であった。藤原宮が造営さ
れる７世紀末は、平安時代のような文献史料はほとんど
ないものの、柿本人麻呂が香久山で遺体をみて悼んだ歌
を詠んでおり、香久山に遺体が放置されていたことは確
認できる 14）。出土した小児骨は、７世紀末における葬制
の一端を示すものといえよう。
　本資料の存在から、５～12歳程度の小児の遺体が、遺
跡周辺に放置されていたと推測することができる。運河
SD1901Aは、朱雀大路など宮内先行条坊の側溝を切っ
て掘削されている。出土した小児骨は、藤原宮造営時の
景観がわかる資料でもある。  （山崎　健）
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図Ⅰ︲₃₃　第₂₀次調査SD₁₉₀₁A出土の小児人骨 

0� 5㎝


